
2003 年
( 平 成15 年)

2/10 あ だち 広報
第1362号

● 発行/ 足立区　● 編集/ 広報課
〒120- 8510　足立区中央本町1- 17- 1

3880- 5111 ( 代)

FAX3880- 5610( 広報課)
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t oky0. J p/

あ だ ち 広 報 は 毎 月10 日・25 日 、

ズ ー ムア ッ プは 奇 数 月1 日 発 行

4月1日から新しくなります

国
民
健
康
保
険
証
が

ひ
と
り
に
1

枚
の
カ
ー
ド
型
へ

新
国
民
健
康
保
険
証

4
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
証

が
変
わ
り
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

・
保
険
証
に
記
載
し
て
あ
る
住
所
や

氏
名
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
、
よ

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い

・
記
載
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
場
合

は
、
自
分
で
訂
正
せ
ず
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

・
保
険
証
カ
ー
ド
裏
面
の
注
意
事
項

も
お
読
み
く
だ
さ
い

※
保
険
証
が
ひ
と
り
1
枚
に
な
る
た

め
、
⑨
(
学
生
用
)・
⑩
(
遠
隔
地

用
)
の
保
険
証
は
4
月
1
日
以
降
、

区
内
に
住
民
登
録
し
て
い
な
い
方
の

み
対
象
と
な
り
ま
す
。
区
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
⑨
・
⑩
の
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
方
は
通
常
の
保
険
証
に

変
更
し
、
家
族
の
保
険
証
と
一
緒
に

送
付
し
ま
す

。

保
険
料
の
支
払
い
が
滞
っ
て
い
る

世
帯
に
は
、
保
険
証
の
更
新
を
保
留

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
相
談

係
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
問

先
=
▽
保
険
証
に
つ
い
て
…
国
民
健

康
保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

▽
納
付
相
談
に
つ
い
て
・
:国
民
健
康

保
険
課
納
付
相
談
第
∇

第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

～
4

国
民
健
康
保
険

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い
る
方

が
お
持
ち
の
「
国
民
健
康
保
険
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
」
も
、
4
月
1
日

か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
国

民
健
康
保
険
証
と
は
別
に
郵
送
し
ま

す
。
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
給

付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

表
札
・
住
所
の
確
認
を

保
険
証
は
住
民
登
録
・
外
国
人
登

録
の
住
所
に
郵
送
し
ま
す
。
転
送
や

郵
便
局
で
の
留
め
置
き
は
で
き
ま
せ

ん
。
転
居
さ
れ
た
方
は
、
区
民
事
務

所
・
外
国
人
登
録
係
に
住
所
変
更
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
表
札
が
出
て
い
な
い
と
保

険
証
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
誤
配
を
防
ぐ
た
め
に
も
表
示
を

お
願
い
し
ま
す
。

保
険
証
は
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
と
い
う
証
明
書
で
あ
り
、
医
療
機

関
に
か
か
る
と
き
の
受
診
券
で
す
。

大
切
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

①
必
ず
手
も
と
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

②
貸
し
借
り
は
で
き
ま
せ
ん

③
コ
ピ
ー
し
た
も
の
、
有
効
期
限
を

過
ぎ
た
も
の
は
使
え
ま
せ
ん

④
医
者
に
か
か
る
と
き
は
必
ず
窓
口

に
提
示
し
ま
し
ょ
う

⑤
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
入
っ
た

と
き
は
す
ぐ
に
国
民
健
康
保
険
を
や

め
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
民
健
康
保
険
料
の

減
免

事
情
に
よ
り
保
険
料
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
=
災
害

に
あ
っ
た
り
、
自
営
業
な
ど
の
方
が

倒
産
・
破
産
な
ど
で
収
入
が
極
端
に

減
少
し
、
資
産
・
能
力
の
活
用
を
図

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
の
支

払
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

※

通
常
の
失
業
・
退
職
に
よ
る
収
入
減

な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
事
前
に
電

話
な
ど
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

内

容
=
減
免
は
申
請
月
以
降
分
か
ら
6

ヵ
月
を
限
度

申
・
問
先
=
国
民
健

康
保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国民健康保険被保険者証

□ 大きさは牛ヤツシュカードとほば『司じ
表が紙、裏がビニール加工されたカード型です

サイズが小さくなるので紛失などに気をつけてください

□ 色は2 種類 ▽ 一般被保険者証…うぐいす色

▽ 退職被保険者証… 藤色

□ 発送は世帯ごと。3 月17日( 予定) に行います

□ 加入者全員に1 枚ずつ交付します

(これまでの保険証は世帯単位で1 枚になっていました)　

家族が同じ 日に別の医療機関にかかる場合に便利になり

ます

今号の主な内容
2
・
3

面

▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
選
挙
豆
知
識
/
み

ん
な
で
つ
く
る
健
康
あ
だ
ち
2
1
/同
和

問
題
の
理
解
の
た
め
に

4
・
5

面

▽
1
4年
度
足
立
区
教
育
委
員
会
児
童
・

生
徒
褒
賞
/
男
女
共
同
参
画
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に

6
・
7

面

▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
　

掲
示
板
/
め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

8
面

▽
▽
▽
ル
ー
ル
を
守
っ
て
I・

情報キャッ チ! !

好きです。あだち
2月17日～23日

午前9時30分/ 午後O時30分/
午後9時30分
ケーブルTV 足立( 9CH)

平成15年第1 回 定例会日程

区議会第1 回定例会は表1 のとおり開会されま
す。本会議および委員会は公開しており、傍聴でき

ますが、定員を超えた場合は抽選( 開会予定の1 時
間前から整理券を発行し、30分前に抽選) となりま
す。 問先= 区議会事務局 　3880- 5995

表1 第1 回定例会日程等

※ 曰程は予告なく変更する場合があります。お問い合わせください

区の木…さくら / 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは

2 月12 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例

◆ 申 込 ・ ・・ 申 し 込 み 方 法

◆ 期 限 ・・ ・ 申 し 込 み 期 限

◆ 場 ・ 申 ・ 問 先 ・ ・ ・ 場 所 ・　

申 し 込 み 先 ・ 問 い合 わ せ 先

◆ 費 用 の 記 載 の な い も の は 無 料

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
、
区
外

か
ら
転
入
し
た
方
な
ど
で
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、
児
童
手
当
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
=
区

内
に
住
所
が
あ
り
未
就
学
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方

※
所
得
制
限
あ
り

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
は

児
童
手
当
と
同
じ
で
す
が
、
所
得
制

限
が
異
な
り
ま
す
。
な
お
、
公
務
員

は
勤
務
先
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

公
益
法
人
な
ど
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る

職
員
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
匚
卜

手
当
月
額
=
児
童
の
中
で
、
就
学
前

の
児
童
が
、
1
人
目
・
2
人
目
の
と

き
は
、
1
人
に
つ
き
5
千
円
、
3
人

目
以
降
の
と
き
は
1
万
円

。
な
お
、

請
求
の
翌
月
分
か
ら
が
支
給
対
象
と

な
り
ま
す
(
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
支
給

は
で
き
ま
せ
ん
)

申
込
=
健
康
保

険
証
・
印
鑑
(
朱
肉
の
つ
く
も
の
)
・

保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
・
年
金
手

帳
を
持
参
の
う
え

、
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
へ

問
先
=

児
童
給
付
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

(乳)
医
療
証

自
己
負
担
金
の
還
付

⑥
医
療
制
度
の
資
格
の
あ
る
方

が
、
⑥
医
療
証
を
取
り
扱
わ
な
い
医

療
機
関
や
都
外
で
受
診
し
た
り
、
⑥

医
療
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
、
保
険

診
療
の
自
己
負
担
分
を
支
払
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
分
を
助
成
し
ま
す
。

(保
護
者
の
口
座
に
振
り
込
み
)

受
診
時
に
、
領
収
書
(
受
診
者
氏

名
・
保
険
点
数
・
受
診
年
月
日
・
医

療
機
関
名
・
領
収
金
額
の
記
載
の
あ

る
も
の
)
を
受
け
取
り
、
還
付
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
物
=

領
収
書
/
印
鑑
(
朱
肉
の
つ
く
も

の
)
/
⑥
医
療
証
の
保
護
者
名
義
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
/
⑥

医
療
証
/
健
康
保
険
証

申
請
方
法
=

窓
口
も
し
く
は
郵
送

申
・
問
先

=児
童
給
付
係(3

8
8
0
)
5
8
8
4

乳
幼
児
の
発
達
相
談

発
達
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
の

相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、通
所
指
導
、心
理
、

言
語
の
個
別
指
導
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
対
象
=
就
学
前
の
乳
幼
児

問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
幼
児
指
導
係(

3
8
4
9
)
1
3
7
Q

り

思
春
期
保
健
講
演
会

日
時
=
2
月
2
4
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
内
容
=
ひ
き
こ
も
り
か

ら
の
回
復
～
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

講
師
=
狩
野
力
八
郎
氏
(
東
京

国
際
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究

科
教
授
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

自
主
サ
ー
ク
ル
合
同
作
品
展

「
フ
ー
プ
展
」

障
害
者
が
社
会
参
加
す
る
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
行
っ
て
い
る
各
種

講
習
会
を
受
講
し
た
方
が
、
自
主
サ

ー
ク
ル
を
作
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

期
間
=
2
月
2
4
日
～
3
月
2
日
、
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
3
0
分
※
2
4
日

は
午
後
1
時
か
ら

場
所
=
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ

内
容
=
絵
画
/
書
道
/

陶
芸
/
木
工

問
先
=
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

(
3
8
5
3
)
0
6
3

《
7』

こ
こ
ろ
の
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
間
関
係
の
希
薄
化
、
不
況
、
リ

ス
ト
ラ
な
ど
か
ら
ス
ト
レ
ス
の
度
合

が
増
す
現
在
、
心
の
健
康
を
損
な
う

人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
催
し

は
区
民
の
心
の
健
康
、
心
の
病
に
対

す
る
理
解
、
心
の
病
を
も
っ
た
方
の

社
会
復
帰
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
日
時
=
3
月
2

日
回
、
正
午
～
午
後
4
時
場
所
=

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

内
容
=
特
別
講

演
「
健
康
は
目
に
み
え
な
い
宝
石
」・

小
川
宏
氏
(
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
)
/

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
優
秀

作
品
表
彰
/
演
奏
・
演
劇
/
お
茶
会
/

自
主
製
品
販
売
/
展
示
/
情
報
・

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
ノ
座
談
会
(
当

事
者
の
未
来
)
/
家
族
相
談
会
/
就

労
相
談
な
ど

特
別
講
演
定
員
=
3
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

問
先
=
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

精
神
障
害
者
　
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

が
は
じ
ま
り
ま
す

対
象
=
地
域
や
家
庭
で
自
立
し
た
生

活
を
送
り
た
い
と
希
望
す
る
精
神
障

害
者

内
容
=
家
事
を
一
緒
に
行
う

な
ど
の
援
助
を
す
る
た
め
に
ヘ
ル
パ

ー
を
派
遣

利
用
相
談
・
申
請
=
各

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
I
)

問
先
=

疾
病
対
策
係(

3
8
8
0
)
5
3
5
Q
‥
y

高
脂
血
症
予
防
の
た
め

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

(
2
日
制
)

日
時
=
3
月
3
日
㈲
・
1
0
日
㈲
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=

肥
満
と
病
気
の
関
係
ノ
ウ
ェ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
食
事
と
運

動

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

場
・

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
″
D

表1　 保健総合センター一覧

区議会ホームページが開設されます

区議会を皆さんに知っていただくため、2月20日
にホームページを開設します。ぜひ、ご覧ください。
内容= 本会議会議録/ 本会議映像録画配信ほか

問先= 区議会事務局調査係 　3880 ―5996
ht t p: / /www ・gi kai - adachi . j p

アクセスしてください
「あだち再生館」のホームページ

14年7 月に開設したリサイクルセンター「あだち

再生館」のホームページのアクセス数が1 万件を突

破し ました。リサイクルに関する情報、講座・教室

の案内から、人気の再生館ショップの家具展示内容

など、情報満載のホームページになってい ます。ま

た、生ごみ処理機購入費助成金、集団回収団体登録。

「R のお店」の登録申請書もダウンロードできます。

問先= リサイクル推進課普及啓発係 　3880 ―5860
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危
険
・
迷
惑
!
無
灯

火
運
転
～
あ
な
た
は

見
え
て
い
な
い
～

自
動
車
が
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
い
る

の
で
、
自
分
の
こ
と
は
見
え
て
い
る

だ
ろ
う
と
の
思
い
込
み
や
、
ペ
ダ
ル

が
重
く
な
る
な
ど
の
理
由
か
ら
無
灯

火
で
運
転
す
る
自
転
車
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
道
路
交
通
法
の
違

反
に
な
り
ま
す
。
自
転
車
の
ラ
イ
ト

は
、
前
を
照
ら
す
だ
け
で
な
く
、
歩

行
者
や
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自

分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
重
要
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。
自
分
は
見
え
て
い
て

も
、
無
灯
火
運
転
の
場
合
、
相
手
か

ら
は
見
え
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

夕
暮
れ
時
や
夜
間
で
の
運
転
中
は
、

必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材
を

身
に
つ
け
る
な
ど
の
工
夫
を
い
つ
も

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
問
先
=
交
通
安

全
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
首
都
の
顔
、
私
が
決
め
る

こ
の
一
票
」

4
月
1
3日
(日)

東
京
都
知
事
選
挙

「
選
ぼ
う
よ
!
　
明
日
の
あ
だ
ち
を

拓
く
ひ
と
」

5
月
1
8日
( 日)

足
立
区
議
会
議
員
・
区
長
選
挙

足
立
区
議
会
議
員
・
区
長
選

挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

任
期
満
了
に
よ
る
足
立
区
議
会
議

員
・
区
長
選
挙
(
5
月
1
8日
執
行
)

の
立
候
補
予
定
者
に
対
し
、
次
の
と

お
り
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
当
日
、

立
候
補
届
け
出
に
必
要
な
各
種
書
類

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
席
人
数
は
I

立
候
補
予
定
者
に
つ
き
2
人
ま
で

と
し
ま
す
。

▽
足
立
区
議
会
議
員
選
挙

日
時
=
2

月
1
9日
南
、
午
後
2
時

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

▽
足
立
区
長

選
挙

日
時
=
2
月
2
0日
困
、
午
後
2

時

場
所
=
区
役
所

□
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿

を
調
製
し
て
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
人

名
簿
を
選
挙
人
に
対
し
次
の
と
お
り

縦
覧
し
ま
す
。
期
間
=
2
月
2
3
日
～

3
月
9
日

場
所
=
選
挙
管
理
委

員
会

□
点
字
シ
ー
ル
付
き
の
投
票
所
入
場

整
理
券
を
希
望
す
る
方
へ

選
挙
の
と
き
に
郵
送
し
て
い
る
入

場
整
理
券
に
、
点
字
シ
ー
ル
を
は
っ

た
も
の
を
用
意
し
て
い
ま
す
。「
こ
の

は
が
き
は
選
挙
の
入
場
整
理
券
で

す
」
と
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
目
の

不
自
由
な
方
で
、
こ
の
点
字
シ
ー
ル

を
は
っ
た
入
場
整
理
券
の
郵
送
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
21

子
育
て
楽
し
い
あ
だ
ち
フ
ァ
ミ
リ
ー

子
育
て
中
の
親
は
多
か
れ
少
な
か

れ
育
児
に
不
安
を
持
つ
も
の
で
す
。

区
の
調
査
で
も
、
生
後
I
ヵ
月
ま

で
の
子
ど
も
を
持
つ
母
親
の
7
割
が

何
ら
か
の
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。

「
母
乳
が
充
分
足
り
て
い
る
か
≒
泣

き
続
け
る
の
で
ど
う
し
て
よ
い
か
」

な
ど
心
配
は
つ
き
な
い
よ
う
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
1
番
好
ん
で
見
る
も

の
は
人
の
顔
で
、
最
も
は
っ
き
り
と

見
え
る
距
離
は
2
0～
2
5
mで
す
。
こ

れ
は
、
母
親
が
母
乳
を
あ
げ
て
い
る

と
き
の
目
の
距
離
に
相
当
し
ま
す
。

ま
た
、
数
週
間
で
親
の
顔
を
識
別
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
親
を
見
る
と
安

心
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
歌
う
よ
う

な
ゆ
っ
く
り
と
し
た
声
を
好
む
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
親
の
言
葉
も
自
然

に
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
お
母

さ
ん
の
心
臓
の
音
を
聞
い
て
赤
ち
ゃ

ん
は
心
が
安
ら
ぐ
よ
つヽ
で
す
。

▽
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
子
ど
も

と
過
ご
そ
う

▽
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
相
手
を
持

と
}つ

▽
父
親
も
子
育
て
を
し
よ
う

「
健
康
あ
だ
ち
2
1」
で
は
「
健
や
か

親
子
」
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
先
=
足
立
保
健
所
調
整

◎ 変更のお知らせ　1 月25日号3 面「2 月の献血」に日程の変更がありました。2 月19日(水) 、博慈会記念病院で行われる予定だった献血は、2月21日(
金) になります。≪衛生管理課≫
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肝
炎
講
演
会

日
時
=
3
月
3
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
対
象
=
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
の
方
と
そ
の
家
族

内
容
=
肝
炎

と
上
手
に
付
き
合
お
う

講
師
=
横

井
幸
男
氏
(
横
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
)

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江

北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

歯
と
口
の
健
康

セ
ミ
ナ
ー
(
2
日
制
)

日
時
等
=
表
2

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
庶

務
係

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表2　 歯と口の健康セミナー

※ いずれも月曜日、時間は午後1 時30分～3 時30分

『
め
ざ
せ
!

中
・
高
年
起
業
家
』

あ
な
た
の
夢
を
応
援
し
ま
す
。

「
生
涯
現
役
で
働
き
た
い
≒
自
分
の

特
技
や
資
格
、
経
験
を
い
か
し
て
何

か
起
業
し
て
み
た
い
」
と
考
え
て
い

る
中
二
咼
年
の
方
を
支
援
す
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
起
業
の
ポ
イ
ン
ト
や
開

業
資
金
の
借
り
入
れ
・
契
約
一
販
売

計
画
な
ど
、
起
業
す
る
際
に
必
要
な

基
礎
知
識
を
中
・
高
年
の
方
向
け
の

わ
か
り
や
す
い
内
容
で
学
習
し
ま
す
。

日
時
=
3
月
9
日
回
・
1
6日
黼
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時

場
所
=
教
育

研
究
所

対
象
=
区
内
在
住
の
中
・

高
年
者

定
員
=
2
0人
(
抽
選
)

費

用
=
3

千
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
応
募
の
動

機
を
明
記

期
限
=
2

月
2
4日
必
着

申
・
問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進

係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

看
護
教
室
講
演
会

日
時
=
2
月
2
7
日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
内
容
=
大
切
な
目
い
つ

ま
で
も
～
目
の
病
気
を
予
防
し
よ
う
～

講
師
=
小
林
康
彦
氏
(
こ
ば
や

し
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

医
療
費
を
大
切
に

老
人
医
療
費
が
増
え

続
け
て
い
ま
す

病
気
や
ヶ
ガ
は
、
突
然
や
っ
て
き

ま
す
。
多
額
の
負
担
で
経
済
的
苦
痛

を
負
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
し

て
、
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る

た
め
に
、
老
人
保
健
医
療
制
度
が
あ

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
医
療
費
の
財
源
は
、
皆

さ
ん
の
保
険
料
と
国
・
都
道
府
県
・

区
市
町
村
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
の
協

力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

医
療
費
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
有
効

利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

区
が
1
3年
度
に
支
払
っ
た
老
人
保

健
医
療
費
の
総
額
は
4
6
2億円
余
で
す
。
1

人
当
り
の
平
均
は
7
6万
2
千
円
余

と
な
っ
て
お
り
、
1
4年
度
も
医
療
費

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
病
気
予
防
や
上
手

な
受
診
を
心
掛
け
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
医
療
費
を
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

▼
医
療
費
の
有
効
利
用
7
ヵ
条

①
医
者
に
か
か
る
と
き
は
、
症
状
を

要
領
よ
く
説
明
し
ま
し
ょ
う

②
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

③
同
じ
病
気
で
、
い
く
つ
も
の
違
う

医
者
に
か
か
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

④
治
療
よ
り
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ

⑤
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し

⑥
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
健
康
3
原

則
を
守
り
ま
し
ょ
う

⑦
医
療
費
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
保

持
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

問
先
=
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

区立保育園　臨時職員等登録者募集

対象=保育園の保育、調理、用務業務内容等

=▽ 欠員パート…午前8時30分～午後5時15
分の間で6時間以内、時給820円▽ 特例保育
…午前7時30分～10時、および午後4時～6時
30分の間で2～4時間、時給870円採用=欠
員があり次第連絡 申込= 電話( 随時募集)
申・問先= 児童調整係 　3880―5872

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
の
な
い

公
平
な
採
用
選
考

今
回
か
ら
、
同
和
問
題
の
解
決
を

念
頭
に
置
き
、
就
職
差
別
解
消
の
た

め
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
い
き
ま

す
。1

0年
7
月
、
大
阪
府
内
に
あ
る
調

査
会
社
が
企
業
の
依
頼
を
受
け
て
、

就
職
希
望
者
が
部
落
出
身
者
で
あ
る

か
ど
う
か
な
ど
の
身
元
調
査
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
時
期
に
、
都
内
に
あ
る
調
査

会
社
で
も
同
様
の
調
査
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
件
は
、
調
査
を
依
頼

し
た
企
業
の
多
さ
と
と
も
に
、
調
査

の
内
容
が
就
職
希
望
者
の
家
族
状

況
・
性
格
・
人
柄
・
思
想
・
政
治
活

動
・
宗
教
・
労
働
組
合
活
動
・
債
務

の
状
況
な
ど
、
様
々
な
事
柄
に
お
よ

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
問
題

と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
人
の
責
任
に
よ
ら
な

い
理
由
で
就
職
の
機
会
を
奪
わ
れ
た

り
、
就
職
に
あ
た
っ
て
不
利
な
選
考

を
受
け
る
と
い
う
「
就
職
差
別
」
に

つ
な
が
る
事
例
が
ま
だ
起
こ
る
可
能

性
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
し

た
。す

べ
て
の
人
は
、
安
定
し
た
職
業

に
つ
き
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
き
、
豊

か
な
生
活
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
就
職
に
関
す
る
差
別
は
、
日
本

国
憲
法
第
二
十
二
条
で
保
障
す
る
職

業
選
択
の
自
由
を
奪
う
も
の
で
あ

り
、
人
間
が

福
に
な
る
た
め
に
必

要
な
「
基
本
的
人
権
」
を
侵
害
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策

福
祉
事
務
所
の

窓
口
案
内

福
祉
事
務
所
に
は
、
福
祉
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
る
な
ど
、
生

活
費
や
医
療
費
で
お
困
り
の
方
に
、

生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
、
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

惷
咼
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

(お
お
む
ね
6
5歳
以
上
)
の
介
護
保

険
に
関
す
る
事
や
介
護
保
険
以
外
の

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

具
、
更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や

住
宅
設
備
改
善
費
の
給
付
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
の

方
に
は
、
中
部
福
祉
事
務
所
で
毎
週

木
曜
日
、
午
後
1
時
～
4
時
に
手
話

通
訳
者
が
相
談
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

□
知
的
に
障
害
の
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
・
通

所
な
ど
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母

子
家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金

や
就
職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、

母
子
生
活
支
援
施
設
(
母
子
寮
)
へ

の
入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど

を
年
2
泊
ま
で
、
低
額
な
料
金
で
提

供
す
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
」
の
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状

況
で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な

ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て

い
る
女
性
を
対
象
に
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
・
:家
庭
相
談
員
が
家
庭

内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
て
い
ま
す

▽
児
童
相
談

…
子
ど
も
の
養
育
や
障
害
な
ど
の
問

題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な

理
由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が

困
難
な
場
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費

用
で
入
院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院

助
産
制
度
」が
あ
り
ま
す

。
た
だ
し
、

病
院
が
指
定
と
な
り
、
所
得
な
ど
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
卜

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧

※ 電話番号の掛け間違えにご注意ください

家
庭
用
品
・
電
気
製
品
立

入
検
査
、
米
穀
販
売
業
者

監
査
に
ご
協
力
を

消
費
者
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と

と
、
米
穀
の
計
画
流
通
制
度
の
適
正

な
運
営
を
図
る
た
め
の
監
査
を
行
い

ま
す
。
2
～
3
月
中
に
検
査
員
が
伺

い
ま
す
。

対
象
=
家
庭
用
品
・
電

気
製
品
・
米
穀
の
販
売
事
業
者
の
う

ち
、
無
作
為
で
抽
出
さ
れ
た
事
業
者

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
″
D

消
費
者
団
体
登
録
を

受
け
付
け
ま
す

登
録
を
す
る
と
、
定
期
的
に
消
費

者
情
報
の
提
供
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
エ
ル
ー
ソ
フ
イ
ア
の
学
習
室

な
ど
を
半
額
で
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
が
過

半
数
を
占
め
、
か
つ
構
成
員
が
5
人

以
上
の
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団

体
・
グ
ル
ー
プ

申
込
=
必
要
書
類

を
提
出
・
:
登
録
申
請
書
(
消
費
者
セ

ン
タ
ー
で
配
布
)
/
会
則
(
規
約
)
/

会
員
名
簿
/
活
動
報
告
書
な
ど

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
″
D

集
団
回
収
を
は
じ
め

ま
し
ょ
う

集
団
回
収
と
は
、
家
庭
か
ら
出
る

資
源
(
新
聞
・
雑
誌
・
空
き
缶
な
ど
)

を
町
会
、
自
治
会
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
自
主
的

に
日
時
・
場
所
を
決
め
て
回
収
し
、

回
収
業
者
へ
引
き
渡
す
地
域
で
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
で
す
。
区
に
グ
ル
ー

プ
登
録
を
し
た
う
え
で
集
団
回
収
を

行
う
と
、
資
源
回
収
量
に
応
じ
て
I

に咫
あ
た
り
6
円
の
報
奨
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
こ
の
報
奨
金
は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
費
や
、
懇
親
会
、
各
行
事

の
費
用
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
集

団
回
収
を
新
し
く
始
め
た
い
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6

り
/・

▲ 集団回収風景(西新井西町会婦人部)

選

挙

豆

知

識

身
体
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
郵
便
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投

票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
郵
便
に
よ
口
自
宅
で
投
票
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
対
象

で
す
。
対
象
=

▽
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
で
、
両
下
肢
・
体
幹
・

移
動
機
能
の
障
害
が
I
級
・
2
級
の

方
、ま
た
は
心
臓
、
じ
ん
臓
、
直
腸
、

小
腸
、
ぼ
う
こ
う
、
呼
吸
器
の
障
害

が
I
級
・
3
級
の
方

▽
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方

申
込
=
本
人

ま
た
は
代
理
者
が
、
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
持
参
(
手
帳
の
内
容
を
確

認
し
必
要
書
類
を
渡
し
ま
す
)

※

必
ず
本
人
が
記
入
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
審
査
の
う
え
、
郵
便
投

票
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。
申
請
は

い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
証
明
書
発

行
ま
で
に
2
ヵ
月
程
度
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す

問
先
=
選
挙
管
理
委

員
会

　
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

◎ 訂正とおわび　1月25日号8面、表4「東京税理士会による無料相談」の日程に誤りがありました。梅田地域学習センターでの相談は、3月4日(火) ・　
5日(水) 、午前9時30分～午後4時(正午～午後1時は除く)となります。訂正しておわびいたします。≪税務署・課税課≫



2003年( 平成15年) 2 月10日 あ だ ち 広 報 第1362号 ( 4)( 5)

おめ
でとう ! 14 年 度 足 立 区

教 育 委 員 会 児 童 ・ 生 徒 褒 賞

区では、様々なコンクールやスポー
ツ大会などで、大きな成果をおさめな
り、地域で善行を行った区内小・中学
生に対し褒賞を行っています。
2月回日(月几 午後3 時30分から区

役所庁舎ホールで授与式が行われま
す。※一般の方はご覧になれません

◆ 選考にあたって◆
14年11月30 日まで匚結果の出ているもので, 学校な

だから推薦された児童・生徒。その後審査会において,

大会規拉・成績などを考慮し, 霾を決めています。

15年度は厂4年12月1日～巧年11月30日までを推薦

期間として選考する予定ですO

区
長
褒
賞

文化
手
工
芸
美
術
展
覧
会
小
学
生
の
部

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

弥
生
小
学
校
染
物
部

榊
原
沙
稀
/
西
脇
恵
/
松
永
彩
/
佐
藤
郁
美
/
中
島

晶
子
/
稲
垣
博
也
/
成
田
大
/
青
木
夕
佳
/
須
田
淳

/
伊
藤
美
奈
子

総
合
的
学
習
で
大
切
に
育
て
た
野
菜
と
、
畑
に
い
た
虫

た
ち
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
生
き
生
き
と
し
た
作
品
で
す
。布

に
ス
ケ
ッ
チ
し
、
ロ
ウ
を
入
れ
、
糸
で
ぬ
い
、
絞
り
ま
し

た
。
そ
の
上
に
、さ
ら
に
刺
し
ゅ
う
や
ア
ッ
プ
リ
ケ
を
施
し

た
大
変
手
の
込
ん
だ
作
品
に
仕
上
が
り
、高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

2
m
四
方
程
の
大
作

文化

全
国
小
中
学
生
優
秀
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作

添
田
宏
太
(

千
寿
常
東
小
学
校
三
年
)

テ
ー
マ
は
「
宇
宙
」。「
ほ

ん
と
う
に
、
宇
宙
人
に
あ
え

た
ら
い
い
な
あ
」
と
思
い
な

が
ら
描
き
ま
し
た
。

全
国
四
ヵ
所
の
美
術
館

で
展
示

マーチング
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
国

大
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
コ
ン
テ
ス
ト
部
門

金
賞
・
グ
ッ
ド
サ
ウ
ン
ド
賞

伊
興
中
学
校
吹
奏
楽
部

岡
本
彩
也
佳
/
佐
藤
真
彩
/
馬
場
育
未
/
相
川
利
沙
/

恵
面
健
太
/
山
岸
智
花
/
浅
野
智
子
/
大
野
萌
/
滝
童

内
友
美
/
山
岸
結
花
/
横
山
美
鈴
/
佐
藤
大
志
/
宮
原

信
二
/
佐
藤
良
子
/
成
澤
こ
ず
え
/
相
原
結
/
石
川
麻

衣
/
松
崎
大
貴
/
綱
島
明
日
香
/
林
蘭
/
藤
谷
彩
花
/

武
藤
菜
月
子
/
五
十
嵐
紗
希
/
近
藤
佑
香
/
本
田
智
代

美
/
谷
内
田
麻
衣
/
鶴
岡
奈
都
美
/
眞
尾
裕
美
/
仲
居

洋
介
/
小
宮
山
結
理
/
鈴
木
麻
緒
/
関
奈
津
美
/
村
山

和
香
菜
/
柴
田
彩
香
/
馬
場
裕
子
/
平
良
高
将
/
酒
井

美
南
/
高
橋
孟
子
/
野
手
弥
生
/
新
垣
拓
也
/
大
野
純

平
/
飯
島
彩
/
笈
入
陽
子
/
国
友
美
寿
々
/
門
脇
直
哉
/

星
初
紀
/
加
藤
杏
奈

マ
ー
チ
ン
グ
と
は
、演
奏
を
し
な
が
ら
動
き
、い
ろ
い
ろ

な
形
を
作
っ
て
い
く
も
の
で
す
。フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

演
奏
を
中
心
に
形
の
ラ
イ
ン
の
揃
い
具
合
な
ど
が
審
査
さ

れ
ま
す
。昨
年
は
、

そ
れ
に
選
ば
れ
全

国
大
会
へ
行
き
ま

し
た
。
3
年
生
は
2

回
目
、
1・
2
年
生

は
初
の
舞
台
で
の

挑
戦
で
し
た
。そ
し

て
、良
い
演
奏
を
し

た
二
校
に
の
み
与

え
ら
れ
る
グ
ッ
ド

サ
ウ
ン
ド
賞
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

陸上
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

共
通
男
子
4
0
0
m
1

位

林
康
平
(
青
井
中
学
校
三
年
)

中
学
2
年
か
ら
4
0
0
m
に
挑
戦
。

3
年
に
な
っ
て
満
足
の
い
く

記
録
を
出
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

後
輩
た
ち
に
思
う
こ
と

は
、「
常
に
上
を
狙
え
!
・
」

新体操

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
揉
選
手
権
大
会

個
人
フ
ー
プ
6
位

西
澤
朋
恵
(
江
北
中
学
校
三
年
)

小
学
校
1
年
生
の
と
き
、友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
自
宅
近
く

の
江
北
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の
新
体
操
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま

し
た
。
こ
の
舂
匸
局
校
へ
進
学
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
学

校
内
の
部
活
動
で
新
体
操
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
つ

て
い
ま
す
。

▼ 「誰もが楽し
めるスポーツだ
と思います」

卓球
全
国
中
学
選
抜
卓
球
大
会
2
位

伊
興
中
学
校
卓
球
部

橋
本
豊
/
柴
田
健
一
/
浅
沼
大
輔
/
武
田
勇
太
郎
/

小
田
中
晃
二
/
伊
藤
祐
輝
/
米
川
淳
一
/
南
将
太
/

平
原
達
也
/
大
塚
大
介

練
習
は
朝
5
0分
間
、放

課
後
は
、
夏
は
6
聘
3
0

分
、
冬
は
5
時
3
0分
ま

で
、集
中
し
て
練
習
し
て

き
ま
し
た
。夜
遅
く
ま
で

の
練
習
は
I
切
な
し
。

現
在
の
3
年
生
は
、
1

年
の
時
は
関
東
選
抜
3

位
、
2
年
で
は
全
国
大
会

出
場
、
全
国
選
抜
準
優

勝
、
3
年
生
で
も
全
国
大

会
出
場
を
は
じ
め
た
く

さ
ん
の
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

水泳
全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

男
子
4
0
0
m
リ
レ
ー
6
位

第
十
四
中
学
校
水
泳
部

清
水
雄
山
/
早
坂
将
輝
/
溝

井
巧
/
五
十
幡
涼
介
/
舘
田

智
也
/
小
林
一
広
/
石
黒
烈

光
/
大
神
田
賢
翔

全
国
大
会
で
は
、
6
位
。
東

京
都
学
年
別
大
会
で
は
男
子
総

合
第
1
位
と
い
う
好
成
績
を
残

せ
ま
し
た
。今
年
水
泳
部
は
昨

年
に
負
け
な
い
よ
う
に
全
国
で

表
彰
台
に
上
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
、強
い
十
四
中
を
築
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

善行

人
命
救
助

東
京
都
教
育
委
員
会
賞
受
賞

(警
察
よ
り
感
謝
の
記
念
品
贈
呈
)

二
宮
竜
太
(
江
北
中
学
校
三
年
)

行
方
不
明
の
幼
児
を
早
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

練
習
中
に
発
見
し
、
最
寄
の
派
出
所
へ
届
け

ま
し
た
。
そ
の
行
い
に
対
し
、
両
親
を
は
じ

め
大
勢
の
方
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
褒
賞

作文
化
・
個
人
》

◆
小
中
学
生
陶
芸
コ
ン
ク
ー
ル
推
奨
/

駒
田
夏
生
・
安
達
和
也
・
新
井
廣
規
・

大
減
真
太
郎
・
大
島
か
え
で
・
能
條
崇

昭
(
千
寿
常
東
小
学
校
三
・
六
・
五
・

六
・
五
・
六
年
)

◆
全
国
小
中
学
生
優
秀
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
絵
画
の
部
準
佳
作
/
杉
田
元
気
・
努

力
賞
/
鶴
岡
理
子
(
千
寿
常
東
小
学
校
=
T

五
年
)

◆
世
界
こ
ど
も
図
画
コ
ン
テ
ス
ト
国
内

優
良
賞
/
高
木
夏
海
(
千
寿
常
東
小
学

校
六
年
)
・
北
村
優
(
第
十
六
中
学
校
一

年
)

◆
全
国
学
芸
科
学
コ
ン
ク
ー
ル
絵
画
の

部
入
選
(
旺
文
社
赤
尾
好
夫
記
念
賞
)

茂
木
陽
子
(
第
十
六
中
学
校
一
年
)

◆
全
国
書
画
展
覧
会
書
の
部
特
選
/
内

田
み
ず
ほ
(
江
南
中
学
校
三
年
)

◆
少
年
の
主
張
・
東
京
都
大
会
最
優
秀

賞
(
東
京
都
知
事
賞
)
/

河
埜
行
彦

(第
十
四
中
学
校
二
年
)

(
文
化
・
団
体
》

◆
全
日
本
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
東
京
都
優
秀
賞
/
千
寿
第

八
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

◆
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
予
選
東

京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
生
の
部

銀
賞
/
第
十
一
中
学
校
吹
奏
楽
刪

(
善
行
・
個
A
y

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
障
害
児
と
健
常

児
交
流
/
黒
岩
康
寛
(
第
九
中
学
校
三

芒ス
ポ
ー
ツ
・
個
人
y

◆
東
京
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
大
会
男
子
D

㈲一
m
l
位
/
長
澤
諒
(
第
十
四
中
学

校
一
年
∵
女
子
D
㈲一
m
H
I
位
/
望
月

久
江
(
花
畑
北
中
学
校
一
年
)

◆
東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
共
通
男
子
走
幅
跳
1
位
/
比

嘉
章
人
(
第
十
四
中
学
校
三
年
)

◆
衷
只
都
中
学
校
支
部
対
抗
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
共
通
男
子
2
0
0
m
2位
/
和

田
雄
太
(
青
井
中
学
校
三
年
)

◆
恵
只
都
中
学
校
学
年
別
水
泳
競
技
大

会
・
1
年
女
子
仰
m
バ
タ
フ
ラ
イ
ー
位
/

渡
邉
実
理
(
西
新
井
中
学
校
一
年
)

女
子
4
0
0
m自
由
形
3

位
/

原
ま
ど
か

(西
新
井
中
学
校
一
年
)

◆
東
京
都
中
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大

会
男
子
5
0
m
自
由
型
2
位
(
大
会
新
記

録
)
/

金
澤
翔
一
(
萸
綾
瀬
中
学
校
三

年
)

◆
東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道

女
子
個
人
の
部
優
勝
/
飯
田
愛
梨
(
第

十
一
中
学
校
二
年
)

◆
全
日
本
空
手
道
剛
柔
会
全
国
大
会
準

優
勝
/
寺
西
雅
也
(
上
沼
田
中
学
校
二

年
)

◆
東
京
都
中
学
校
新
体
操
学
年
別
新
人

大
会
2
位
/
河
原
井
美
幸
(
上
沼
田
中

学
校
一
年
)

◆
全
日
本
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

選
手
権
大
会
個
人
競
技
1
1～
1
2歳
の
部
6

位
/
倉
持
真
央
(
江
北
中
学
校
一
年
)

◆
さ
わ
や
か
全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会
1
0
0
m

レ
ー
ス
2
0イ
ン
チ
男
子
優
勝
/
阿

部
裕
光
(
興
本
小
学
校
匹
年
∵
1
0
0
mレ

ー
ス
2
0イ
ン
チ
女
子
優
勝
/
行
川
ゆ
か

り
(
高
野
小
学
校
六
年
ブ
1
0
0
mレ
ー
ス
2
4

イ
ン
チ
優
勝
/
行
川
竜
一
(
江
北
中

学
校
二
年
)

(
ス
ポ
ー
ツ
・
団
烋
y

◆
東
京
都
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優

勝
大
会
男
子
の
部
準
優
勝
/
弥
生
第
二

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◆
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
の
部
準
優
勝

ノ
セ
ン
ト
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

◆
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交

流
大
会
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
競
技
の
部
男

子
2
位
ノ
セ
ン
ト
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
・
A
コ
ー
ト
3
位
/
宮
城

バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
・
B
コ
ー
ト
3
位

/
キ
ャ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
女
子
3

位
/
弥
生
第
ニ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◆
関
東
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
女

子
の
部
B
ブ
ロ
ッ
ク
3
位
/
全
千
寿

◆
東
京
都
学
童
軟
式
野
球
大
会
新
人
戦

恵
只
新
聞
杯
争
奪
3
位
/
竹
仲
チ
ー
ム

◆
わ
ん
ぱ
く
相
撲
東
京
大
会
団
体
準
優

勝
/
足
立
区
相
撲
連
盟
B
チ
ー
ム

◆
東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
共
通
男
子
4
x
2
0
0
mリレ
ー

ー
位
/
青
井
中
学
校
陸
上
部
・
低
学
年

女
子
4
x
1
0
0
mリレ
ー
ー
位
/
第
十
四

中
学
校
陸
上
部

◆
東
京
都
中
学
校
支
部
対
抗
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
共
通
男
子
4
×
2
0
0
m
R
I

位
/
足
立
区
男
子
選
抜
チ
ー
ム

◆
東
京
都
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
女
子

の
部
1
位
/
花
畑
中
学
校
陸
上
部
・
女

子
の
部
2
位
/
第
十
四
中
学
校
陸
上
部

駅
伝
チ
ー
ム

◆
東
京
都
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
女
子
の
部
3
位
/
西
新
井

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

◆
関
東
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
男

子
の
部
3
位
/
溯
江
中
学
校
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部

◆
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
東
京
都
大
会

優
勝
ノ
リ
ト
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

◆
東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道

女
子
団
体
の
部
優
勝
/
第
十
一
中
学
校

剣
道
部

◆
さ
わ
や
か
全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会

支
部
対
抗
リ
レ
ー
優
勝
/
行
川
一
輪
車

チ
ー
ム
B

◆
少
林
寺
拳
法
東
京
都
大
会
/
東
京
足

立
東
和
支
部
・
足
立
支
部

(
メ
ダ
ル
の
み
》

◆
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
サ
ー
フ
カ
ッ
プ
出
場
/

伊
藤
琴
美
(
本
木
東
小
学
校
六
年
)

◆
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

男
子
優
勝
/
東
山
晃
大
(
西
保
木
間
小

学
校
六
年
)

お
問
い
合
わ
せ
は
教
育
総
務
課
庶
務
係
　
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
9
6
り
-

第
4
回

区

攻

モ
ニ

タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト

区
政

モ

ニ
タ
ー

に
聞
き
ま
し

た

区
政
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
、
定

期
的
に
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
住
民
基
本
台
帳

事
務
と
戸
籍
事
務
」
に
つ
い
て
行
い
ま

し
た
。
そ
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ

住
民
基
本
台
帳
事
務
お
よ
び
戸
籍

事
務
の
改
善
に
向
け
て

▽
調
査
期
間

1
2
月
1
3
日
～
2
4
日

▽
調
査
方
法
お
よ
び
回
答
者
人
数

郵
便
1
4
5人
・
フ
ァ
ク
ス
7
人
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
4
6人
、
計
1
9
8人

マ
回
答
串
9
9
。
5
%

※
こ
の
結
果
報
告
書
は
、
区
内
各
図
書

館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
問
先
=
広
聴

相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
0
1
1

㈹

届出や申請の際の本人確認のあり方
※ 本人確認とは、戸籍や住民異動届( 転入・転出等) の届出者や申請者が本当に本人であるかとうかを、
身分証明書等で確認すること。現在の法律では、本人確認は義務付けられていません

本人確認を行う必要はない

3, 0%¬

法律 に規定がなくても、本人確認を行うべき

87, 4%

どちらと
も言えな
い9, 6%

住 民 基 本 台 帳 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム( 住 基 ネ ッ ト) の 内 容 の 周 知 度( 複 数 回 答)
【住民基本台帳ネットワークシステム制度を「まったく知らない」と答えた方以外の195人のモニターに聞きました】

・ 登 録 さ れ て い る 個 人 情 報 は 限 ら れ て い る

・個 人 情 報 は 国 や 地 方 自 治 体 な ど だ け が 利 用 で き る

・登録された個人情報は法律で決められた事務に限り利用が認められている

・住 民 票 コ ー ド の 民 間 利 用 は 法 律 で 禁 止 さ れ て い る

・住 民 票 コ ー ド は 変 更 す る こ と が で き る

・住 基 ネ ッ ト に は 、 各 種 の 安 全 対 策 が あ る

・個人情報漏えいの危険が生じたとき、足立区は住基ネットへの接続を切断できる

・ 国 な ど の 機 関 が 情 報 を 利 用 す る 場 合 は 利 用 料 を 支 払 う

l t
■

‘ 16

区
政
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

謝
礼
=
I

回
答
5
0
0円(
年
5
回
程
度
)

期
限
=
2
月
1
4日

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
広
聴
相
談
係

新
交
通

シ

ス
テ
ム
!

日
暮
里
・
舎
入
線

荒
川
区
・
北
区
内
の
工
事
に
つ
い
て

日
暮
里
・
舎
人
線
の
延
長
は
約
1
0

㎞
で
、こ
れ
を
支
え
る
支
柱
は
全
部

で
2
3
8基
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
約
3
割

に
あ
た
る
7
0基
が
荒
川
区
・
北
区
内

に
設
置
さ
れ
ま
す
。
現
在
4
1基
が
完

成

。工
事
中
で
、
残
り
の
知一
基
も
1
5

年
度
中
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
よ
う
に
荒
川
区
、
北
区
内
の
工
事

も
最
盛
期
を
迎
え
て
い
き
ま
す
が
、

制
約
が
多
く
厳
し
い
条
件
の
中
、
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
作
業
帯
の
確
保
で

す
。
尾
久
橋
通
り
の
基
本
的
な
道
路

幅
員
は
2
5
m
で
す
が
、
区
内
は
そ
の
6

割
近
く
が
3
3
mと
広
く
、
か
な
り

の
区
間
で
車
線
数
を
減
ら
さ
ず
に
昼

間
工
事
を
行
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
荒
川
区
や
北
区
内
は
立

体
交
差
部
を
除
き
ほ
と
ん
ど
が
2
5
m

で
、
し
か
も
交
通
量
が
多
く
必
要
な

作
業
帯
を
確
保
す
る
に
は
、
車
線
数

を
減
ら
し
て
交
通
量
の
比
較
的
少
な

い
夜
間
や
土
曜
・
日
曜
日
に
工
事
を

行
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
土
曜
・
日
曜
日
に

も
渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
早
期
開

業
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
=
都
市
交

通
課
日
暮
里
・
舎
人
推
進

(
3
8
8
0
)
5
7
1
-
8

荒
川
区
東
尾
久
一
・
四
丁
目
付
近

男女共同参画社会を
実現するために

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
が
、
互
い

に
人
権
を
尊
重
し
、
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
で
す
。
国
は
、「
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
は
、
2
1世
紀
の
我
が
国
社
会
に
と

っ
て
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
」
と
明
言
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
制
定
し
ま
し
た
。

区
で
は
、
今
年
4
月
に
向
け
「
男
女
共
同
参

画
社
会
推
進
条
例
(
仮
称
)
」
の
制
定
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

□
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
か
ら
答
申

が
擅
出
さ
れ
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
懇
話
会
(
鹿
嶋
敬
会

長
)
で
は
、「
足
立
区
男
女
共
同
参
画

社
会
推
進
条
例
(
仮
称
)
に
盛
り
込
む

べ
き
内
容
」
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね
、

区
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
を

経
て
、
1
4年
1
9一月
2
日
、
区
長
へ
答
申

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
癶
-

▲ 鹿嶋会長から区長へ答申が
手渡されました

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て

検
討
を
行
い
、
1
5年
第
1
回

区
議
会
定
例
会
に
条
例
案

を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

答申の主な内容

6 つの基本 理念　条例の基本的な考え方が提言されています
男女の人権の尊重/ 差別的取扱いと暴力の禁止
男女共同参画を推進し、多様な選択を可能にする教育・学習
男女が政策等の立案及び決定の過程に共同参画
性別による固定的な役割分担に基づく社会制度・慣行を解消
家庭生活と社会生活の両立
生涯にわたる健康を支援

責務　基本理念に基づきそれぞれの立場での責務が提言されています

区
・男女共同参画施策の策定、実施
・庁内の推進体制の整備、職員の意識啓発
と予算措置

区 民
男女共同参画の推
進に努める

事 業 者

事業活動において
男女共同参画の推
進に努める

区 民 団 体

男女共同参画社会形成の推進力とな
るよう努める

主な 施策等　基本理念に基づき、特に重要な項目として次の施策等が提言されています
★差別 的取 扱 いを 禁 止
あらゆる分野での性別を理由とする差別的取扱い、配偶者などへの暴力や児童虐待をはじめとするあらゆる
暴力、セクシュアル・ハラスメントは、行ってはいけません。

★ 公衆 に表 示 する情 報 には注 意 が必 要
区刊行物、ポスター、電柱ビラなど公衆に表示する情報について、性別による固定的な役割分担や女性に対
する暴力を助長・連想させる表現、過度の性的な表現を行わないように努めなければなりません。

★附 属機 関 委員 の構成 の 目標を 明 示
審議会などの附属機関の委員を選任するときは、男女いずれの委員とも総数の4 割を下回らないよう選任し
なければなりません。ただし、男女共同参画推進委員会がやむを得ないと認めた場合は適用除外とします。
(この項目については、平成19年度を目途に施行)

★教 育 ・学習 の分 野 における 男 女共 同 参画を 推 進
区は、教育・学習の分野において、男女共同参画の取組が推進されるよう環境の整備、取組への支援。その
ほか必要な措置を講じるよう努めます。

★ 雇用等 の 分野 にお ける 男女 共同 参画 を 推進
・区は、事業者に対し、雇用の分野での男女共同参画が推進されるように、情報の提供、そのほか必要な支
援を行います。

・必要があるときは、区と契約を希望する業者等に対し、男女共同参画の推進に関する報告を求め、適切な
措置を講ずるよう協力を求めることができます。

★足 立区 男女 共同 参画 推進 委員 会 の役 割
・行動計画の策定、変更時に重要事項について調査、審議、意見表明します。
・区の施策の実施状況を調査、審議、意見表明をします。
・関係機関などに男女共同参画推進のための協力を要請します。

★ 苦情な ど の申 し 出
・区民および事業者は、区長に対して苦情などの申し出をすることができます。
・区長は、男女共同参画社会の形成に資するよう適切に対応します。
・苦情などの申し出については、公平に対応するために、第三者機関を置きます。
※ 苦情の範囲については、①男女共同参画社会の形成に関する区の施策と私人間の権利侵害とすべき、との
方向でしたが、②男女共同参画社会の形成に関する区の施策のみとする、との意見もありました

男女共同参画社会「あだち」の形成

年
度
の
区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
中
!
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順

とあるものは
2 月12 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例

◆ 申込・・・申し込 み方法

◆ 期 限・・・申し込み期限
◆ 場・申・問先・・・場 所・

申し込み先・ 問い合わせ先

◆ 費 用の記載のな いものは無料

税
金
の
申
告

住
民
税
の
申
告
は
区
役
所
課
税
課

で
受
け
付
け
ま
す
(
郵
送
可
)
。な
お
、

各
区
民
事
務
所
で
も
受
け
付
け
ま
す

(表
1
)
。所
得
税
の
申
告
は
税
務
署

で
受
け
付
け
ま
す
(
郵
送
可
)

。

問
先
=
区
・
課
税
第
丁

第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0
～
1

足
立
税
務
署(

3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署(

3
8
4
0
)
1
1
1
1

納
税
の
相
談
は
お
早

め

に
1
4年
度
第
4
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、高
率
の
延
滞
金
(
年

率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
納
付
し
な
い
と
き
に
は
、

差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
情
が
あ
っ
て

納
付
で
き
な
い
場
合
や
そ
の
ほ
か
不

明
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税

第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

～
7

区
民
税
等
徴
収

嘱
託
員
募
集

対
象
=
区
内
在
任
の
方

内
容
=
主

に
戸
別
訪
問
に
よ
る
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
集
金
雇

用
期
間
=
4
月
1
日
～
1
5
年
H
月
3
0

日

※
更
新
可

定
員
=
若
干
名

勤
務
条
件
=
月
1
8日
勤
務
(
休
日
、

夜
間
を
含
む
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
)

給
与
=
基
本
給
(
日
額
5
千
5
9
7円
十

能
率
給
)

申
込
=
自
筆
履
歴
書
と

作
文
「
私
と
税
金
」
(
8
0
0字
程
度
)

を
持
参

選
考
方
法
=
書
類
審
査
お

よ
び
面
接

期
限
=
2
月
2
5日

※

採
用
時
に
研
修
を
行
い
ま
す

申
・

問
先
=
納
税
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

出
産
費
資
金
の
貸
付

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
が
見
込

ま
れ
る
世
帯
主
に
、
出
産
費
資
金
の

貸
し
付
け
が
で
き
ま
す
。
対
象
=
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
被
保

険
者
の
属
す
る
世
帯
主
…
①
出
産
予

定
日
ま
で
1
ヵ
月
以
内
/
②
妊
娠
4

ヵ
月
以
上
で
医
療
機
関
か
ら
出
産
費

の
請
求
を
受
け
た
り
支
払
っ
た
場
合

申
請
=
保
険
証
/
母
子
健
康
手
帳
/

世
帯
主
の
印
鑑
/
口
座
番
号
(
世
帯

主
)
②
は
請
求
書
ま
た
は
領
収
書

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

年
金
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

将
来
、
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
表
2
に
該
当
す
る
方
は
届
け

出
を
し
ま
し
ょ
う

。
な
お
、
1
4年
4

月
か
ら
、
第
3
号
被
保
険
者
関
係
の

届
け
出
は
、
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事

業
所
の
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出
す

る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
加
入
や
転
入
な
ど
の
届
出

に
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
・
確

認
が
必
要
で
す
。
必
ず
年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

申
先
=
国
民
年
金

課
ま
た
は
各
区
民
事
務
所

問
先
=

国
民
年
金
課
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
`
j

表1　 住民税出張受付日程等

※ いずれも時間は午前9 時～午後4 時
※ 北千住サービスセンターでは行い
ません

表2　 国民年 金届出一覧

区
施
設
の
地
球
温
暖

化
対
策

区
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法

に
基
づ
き
、
実
行
計
画
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
施
設
が
増
え
て
い

き
ま
す
が
、
工
夫
と
努
力
に
よ
っ
て
1
8

年
度
末
ま
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
が
、
1
3年
度
と
同
じ
水
準
を
維

持
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
1
3年
度

の
区
施
設
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
は
、
図
1
の
と
お
り
で
す
。
皆

さ
ん
も
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
温
室

効
果
ガ
ス
…
二
酸
化
炭
素
、メ
タ
ン
、

フ
ロ
ン
な
ど
。
大
気
中
に
こ
れ
ら
が

多
く
な
る
と
気
温
が
上
が
り
、
地
球

規
模
で
様
々
な
問
題
が
起
こ
る
た

め
、
世
界
中
で
対
策
が
始
ま
っ
て
い

ま
す

問
先
=
環
境
課
環
境
対
策

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

住
宅
を
改
良
す
る
方
へ

少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
住

宅
性
能
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
、

自
宅
を
改
良
す
る
方
な
ど
を
対
象
に

資
金
の
一
部
を
助
成
す
る
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

受
付
=
4
月
か
ら
の

予
定

対
象
=

①
段
差
の
解
消
な

ど
、
身
体
機
能
の
低
下
に
備
え
た
住

宅
へ
の
改
良
(
た
だ
し
、
介
護
保
険

そ
の
他
の
給
付
を
受
け
た
場
合
は
除

く
)
家
族
構
成
に
応
じ
た
間
取
り
の

変
更
な
ど
/
②
住
宅
の
耐
震
診
断

助
成
額
=
①
指
定
の
金
融
機
関
か
ら

の
借
り
入
れ
額
の
1
0
%
、
上
限
額
3
0

万
円
/
②
診
断
費
用
の
5
0
%
、
上
限

額
2
0万
円
(
戸
建
て
住
宅
は
5
万

円
)

問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
Q

り

都
市
計
画
の
公
聴
会

北
千
住
駅
西
口
の
区
域
(
お
お
む

ね
常
磐
線
・
国
道
4
号
線
・
荒
川
・

隅
m
川
に
囲
ま
れ
た
区
域
)
に
お
い

て
、
駐
車
場
整
備
地
区
に
係
る
都
市

計
画
原
案
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
商
業
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
な

ど
で
交
通
が
著
し
く
混
雑
す
る
地
区

を
、
駐
車
施
設
の
整
備
促
進
の
必
要

な
地
区
と
し
て
、
都
市
計
画
に
定
め

る
も
の
で
す
。
駐
車
施
設
の
附
置
義

務
や
建
築
制
限
は
、
今
ま
で
の
条
件

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
都
市
計
画
案
の
策
定
に
つ
い

て
区
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
原
案
の
縦
覧
お
よ
び
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
公
聴
会
で
公
述

を
希
望
す
る
方
は
、
所
定
の
様
式
に

よ
り
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

公
述
希
望
者
が
な
い
場
合
は
、
公
聴

会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
▽
縦
覧
・

公
述
書
提
出
期
間
=
2
月
1
0
日
～

2
4日

▽
公
聴
会
開
催

日
時
=
2

月
2
8日
窗
、
午
後
2
時

場
所
=
区

役
所

問
先
=
都
市
計
画
課
都
市
計

画
調
整

建
築
基
準
法
に
基
づ

く
壁
面
線
の
指
定

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
壁
面
線
の

指
定
を
し
ま
し
た
。
指
定
範
囲
=

千
住
一
丁
目
2
5
番
(
住
居
表
示
)
先
～

3
1番
先

告
示
日
=
1
月
2
7日

問
先
=
市
街
地
指
導
係

(
3
8
8
0
)
5
9
4
`
j

4
月
か
ら
小
・
中
学
校

に
入
学
予
定
の
方
へ

□
4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に
入

学
を
希
望
す
る
外
国
人
の
方

ま
だ
入
学
申
請
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
方
は
、
就
学
係
に
至
急
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

□
国
私
立
の
小
・
中
学
校
へ
の
入
学

が
決
定
さ
れ
た
方

入
学
す
る
学
校
の
入
学
許
可
証
を

就
学
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
方

入
学
す
る
学
校
に
「
就
学
届
」
が

未
提
出
の
方
は
、
入
学
す
る
学
校
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
い
ず
れ
も

問
先
=
就
学
係(

3
8
8
0
)
5
9
6
Q
}

外
国
人
学
校
の
児
童

生
徒
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
区
内
に

外
国
人
登
録
を
有
す
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
の
方
に
対
し
て
、
義
務
教

育
相
当
分
の
学
費
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
補
助
金
(
1
4
年
1
0
月
～
1
5

年
3
月
分
)
を
支
給
し
ま
す
。

申

請
=
▽
外
国
人
学
校
が
代
理
申
請
を

行
う
場
合
…
学
校
か
ら
の
指
示
に
従

っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
保
護
者
が
直
接
区
に
申
請
を
行
う

場
合
・
:
申
請
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
私
学
振
興
担
当
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
※
在
籍
証
明
書
(
区
役

所
所
定
の
も
の
)
、保
護
者
名
義
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
、印
鑑
が

必
要
で
す

申
・
問
先
=
総
務
課
私

学
振
興

五
反
野
小
学
校
特
別

講
師
(
少
人
数
指
導
・

非
常
勤
職
員
)
募
集

五
反
野
小
学
校
は
、
文
部
科
学
省

の
「
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
校
運
営
の

在
り
方
に
関
す
る
実
践
研
究
校
」
の

指
定
(
全
国
で
7
件
)
を
受
け
、
保

護
者
や
地
域
の
方
の
学
校
運
営
参
画

を
進
め
る
た
め
、
全
国
初
の
「
学
校

理
事
苣

を
設
置
し
、
新
し
い
学
校

づ
く
り
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
「
確
か
な
学
力
の
定
着
」
を

目
的
に
、
少
人
数
指
導
に
あ
た
る
特

別
講
師
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
期

間
=
2
月
1
0
日
～
2
1
日
対
象
等
=

特
別
講
師
(
国
語
1
人
・
算
数
I
人
)

内
容
等
=
資
格
お
よ
び
報
酬
な
ど
は

「
足
立
区
特
別
講
師
制
度
」
の
規
程

に
基
づ
く

※
任
用
期
間
1
年

申

込
=
教
育
改
革
推
進
課
ま
た
は
五
反

野
小
学
校
の
窓
口
で
募
集
要
領
を
配

付
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
提

供
も
行
っ
て
い
ま
す
(
申
し
込
み
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
)

選
考
=

一
次
…
書
類
選
考
/
二
次
…
面
接
に

よ
り
校
長
が
候
補
者
を
選
考
し
、

区
・
教
育
委
員
会
が
総
合
的
に
判
断

し
て
採
用
候
補
者
を
決
定
し
、
3
月

中
旬
ま
で
に
郵
送
で
通
知

採
用
=
4

月
1
日

申
・
問
先
=
教
育
改
革

推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
9
8

肖
』

k
a
i
k
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o

■
J
P

ま
た
は
五
反
野
小
学
校
教
頭

(
3
8
8
9
)
9
3
0
4

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る

、
言
葉

が
遅
い
な
ど

、
お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て

、
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
Q

‥
y

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3

″
D

□
電
話
相
談

日
時
=

毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(

祝
日

を
除
く
)

、
午
前
9

時
～
午
後
4

時
3
0

分

申
・
問
先
=

教
育
研
究
所

図1

13年度区施設からの二酸化炭素排出量( CC2換算t )

13年度発生源別排出量( CC2換算t )

○ 訂正とおわび　 ズームアップ1 月5 日号、表紙の絵の制作者の氏名に誤りがありました。次のとおり訂正しておわびします。【正】足立学園高校1年　吉田裕哉 ≪広報課≫
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
2 月12 日

から受け付け

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

□
三
世
代
交
流
千
住
あ
そ
び
ま
つ
り

日
時
=
2
月
1
6
日
日
、
正
午
～
午
後

3
時

場
所
=
千
住
公
園

※
雨
天

時
は
千
寿
第
三
小
学
校

内
容
=
大

型
紙
相
撲
/
風
船
遊
び
/
千
寿
か
る

た
/
ベ
ー
ゴ
マ
ノ
竹
馬
ほ
か

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
千
住

児
童
館
老
人
館(

3
8
8
2
)
2
7
6
1
n

□
西
保
木
間
児
童
館

日
時
=
2
月
2
2日
出
、
午
後
2
時

対
象
=
幼
児
～
大
人
※
幼
児
は
保

護
者
同
伴

内
容
=
凧
を
作
り
飛
ば

し
て
遊
ぼ
う

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童

館

一一一一
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

友
好
自
治
体
山
ノ
内
町

交
流
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

信
州
の
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
り
、
そ

ば
打
ち
体
験
を
通
し
て
、
山
ノ
内
町

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
せ
ん

か
。
日
程
=
3
月
2
0日
啝
・
2
1日
拐

内
容
等
=
2
0日
中
:
午
前
8
時
区
役

所
正
面
玄
関
発
-
善
光
寺
(参
拝
・

昼
食
)
-
小
布
施
町
散
策
-
湯
田
中

温
泉
泊
(
交
流
会
)
/
2
1日
拐
…
そ

ば
打
ち
体
験
-
午
後
7
時
区
役
所
到

着
予
定

対
象
=
会
員
・
区
内
在
住

の
方

費
用
=
個
人
会
員
…
1
万
9

千
円
/
一
般
…
2
万
2
千
万
円

定

員
=
4
0人
(
抽
選
)

申
込
=
(
ガ

キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
会
員
・
一
般
の

別
を
明
記

期
限
=
2
月
2
1日
必
着

申
・
問
先
=
区
民
交
流
協
会
(
経
済

観
光
課
内
)
〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央

本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

人
権
研
修
会

日
時
=
2
月
2
6
日
嬾
、
午
後
2
時
～

4
時
3
0
分
場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル
対
象
=
社
会
教
育
の
リ
ー
ダ

ー
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方
内
容
等

=
講
演
「
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
～
東
京
の
人
権
問
題
を
考
え
る
～

」
(
部
落
問
題
研
究
者
・
本
田
豊

氏
)
/

映
画
「
も
う
一
人
の
私
-
個

人
情
報
の
保
護
」

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

C
A
P
・
暴
力
防
止

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

C
A
P
(
c
h
i
l
d
a
s
s
a
u
l
t
p
r
　

e
v
e
n
t
i
o
n
)

と
は
、
子
ど
も
へ
の

暴
力
防
止
の
意
味
で
す
。
日
程
=
3

月
1
5日
出

内
容
等
=
表
3

講

師
=
C
A
P

青
い
空

申
込
=
往
復

(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
(学

年
)
、
電
話
番
号
、
C
A
P

希
望
、

希
望
コ
ー
ス
を
明
記

※
家
族
で
の

申
し
込
み
は
1
枚
の
(
ガ
キ
に
記
入

期
限
=
3
月
7
日
必
着

場
・
申
・

問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

表3　青少年講座「CAP 暴力防止ワークショップ」内容等
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

維
持
管
理
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
3
月
8
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

イ

対
象
=
区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者

内
容
=
講
演
「
管
理
組
合

の
活
動
と
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ

く
り
」
/
参
加
者
に
よ
る
懇
談

講

師
=
圖一

泰
造
氏
(
首
都
圏
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
士
会
会
長
)

定
員
=
1
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

期

限
=
3
月
3
日

申
・
問
先
=
住
宅

計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
Q
V

N
P
O

入
門
講
座

「
N
P
O

の
会
計
と
税
務
～
に
が

て
た
・
N
P
O

経
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
～
」
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
日

時
等
=
表
4

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1

講
師
=
内
藤
純
氏
(
公
認
会
計
士
・

税
理
士
)

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
「
N
P
O

講
座
」
と
明
記

期
限
=
2
月
2
1日

消
印
有
効

申
・
問
先
=
地
域
支
援

課
N
P
O
活
動
支
援
〒
1
2
0・8
5
1

O
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
1
7
Ωり

表4　 NPO 入門講座日程等

※ 時間はいずれも、午後6時30分～8 時30分

第
5
回
マ
イ
タ
ウ
ン

あ
だ
ち
就
職
面
接
会

日
時
=
2
月
1
8
日
㈹
、
午
後
1
時
～

4
時
(
受
け
付
け
は
3
0分
前
か
ら
)

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

面
接
会
/
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
ノ

職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
何
社
で
も

面
接
可
能
な
の
で
、
履
歴
書
は
複
数

用
意
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
(

口
I

ワ
ー
ク
足
立
企
画
調
整
部
門

(
3
8
7
0
)
8
6
0
Q

り

ま
た
は
経
済
観
光
課
計
画
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
(

一

講
座
「
生
き
が
い
見

つ
け
て
と
き
め
い
て
」

日
時
等
=
表
5
対
象
=
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方
定
員
=
4
0
人
　

(
先
着
順
)
申
込
=
電
話
※
保

育
あ
り
(
6
ヵ
月
～
就
学
前
、
定
員

1
5人
)
場
・
申
・
問
先
=
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2

癶
』

表5　「生きがい見つけてときめいて」
～あなたの生きがいはなんですか? ～内容等

※ いずれも時間は、午前10時～正午

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座

日
時
=
2
月
2
0日
閑
、
午
前
1
0時
～

正
午

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1
内
容
=

講
演
会
「
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の

よ
ろ
こ
び
を
」
講
師
=
代
田
知
子

氏
(
三
芳
町
立
図
書
館
司
書
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
中
央

図
書
館
児
童
係(

5
8
1
3
)
3
7
4
Q
v

障
害
児
(
者
)
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
等
=
表
6

場
所
=
総
合
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
象
=
高
校

生
以
上
の
方

定
員
=
4
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
2
月
1
7

日

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
社

会
教
育

(
3
8
8
0
)
5
9
8
Q
)

表6 「障害児( 者) のためのボランティア講座」
～ハンディのある子どもたちをサポート～

※いずれも時間は、午後7 時～9 時
※施設見学は3/10 ～15の平日か土曜日の半日を予定

大
盛
況
で
し
た

「
光
の
祭
典
」

区
制
7
0周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
た
「
光
の
祭
典
」
は
、
昨
年
1
2月
2
5

日
、
好
評
の
内
に
1
3日
間
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
寒
さ
の
厳
し
い
中
、

来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
見
逃
し
た
方
は
、
次
回
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

□
光
の
祭
典
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ア
キ
ラ
ち
ゃ
ん
」
に
決
定
-・

イメージキャラクター
アキラちゃん
( 足立区がキラキラ輝く)

応
募
総
数
3
5点
の
中
か
ら
、
来
場

の
皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
り
、
投
票
総

数
千
1
8
0票
の
う
ち
、
1
8
8票
を
集
め

た
、
西
小
野
剛
俊
さ
ん
(
扇
一
丁

目
)
の
作
品
に
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
投
票
者
の
中
か
ら
抽
選
で
7
0

大
に
記
念
品
を
発
送
し
ま
し
た
。

□
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
示

会
各
部
門
と
も
に
、
推
薦
I
大
、
特

選
2
人
、
準
特
選
5
人
、
入
選
5
人

の
作
品
を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
日
時

等
=
2

月
1
5日
～
2
6日

場
所
=
区

役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

□
街
中
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト1

2月
9
1一日
に
南
北
地
域
で
審
査
会

を
行
い
、
次
の
方
が
入
賞
し
ま
し
た

(敬
称
略
・
順
不
同
)

。

最
優
秀

賞
=
梅
川
良
美
(
青
井
一
丁
目
)
/

嶋
田
静
夫
(
保
木
問
二
丁
目
)

優

秀
賞
=

会
田
真
由
美
(
弘
道
二
丁

目
)
/

亀
山
純
子
(
花
畑
一
丁
目
)
/

酒
巻
さ
な
え
(
中
川
三
丁
目
)
/

堀
川
和
夫
(
中
川
四
丁
目
)

-

い
ず
れ
も
卜

問
先
=
観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
8
5
`
j

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

雪
ぐ
に
の
　
大
き
い
お
家
　
黒
い
や
ね

花
畑
小
学
校
　
二
年
　

佐
つ
う
　
ち
え

一
回
だ
け
　
え
び
に
な
り
き
り
　
さ
か
上
が
り

花
畑
第
一
小
学
校
　
三
年
　

石
村
　
小
春

た
め
息
と
　
い
っ
し
ょ
に
で
る
よ
　
白
い
息

花
畑
第
一
小
学
校
　
五
年
　

高
橋
　
直
人

山
眠
る
　
今
と
ざ
さ
る
る
　
国
お
も
ふ

潤
徳
女
子
中
学
校
　
三
年
　

佐
藤
　
明
日
美

掲
示

板

□
第
1
5
7回
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

日
時
=
3
月
1
2日
啝
、
午
後
1
時

場
所
=
都
庁

定
員
=
1
5人
(
抽
選
)

※
傍
聴
可

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
2
月
2
8日
必
着

審
議
案
件

の
照
会
は
、
都
庁
ホ
ー
ム
ペ
L
ン
ま

た
は
窓
口
へ

申
・
問
先
=
都
市
計

画
局
都
市
計
画
課

〒
叩
8
0
0

I
新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
I

(
5
3
8
8
)
3
2
2

″
Q

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p

□
公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
が
困
難
な

方
の
救
済
措
置

返
済
方
法
の
変
更
な
ど
、
返
済
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
救
済
期
限

=
1
6
年
3
月
3
1
日
※
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
問
先
=

住
宅
金
融
公
庫
東
京
支
店
返
済
相
談

室
`
一
l
(
5
2
6
1
)
8
9
2
1

□
足
立
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら

せ
2
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
第
4
期
の
納
期
で
す
。
ま
た
、

特
別
土
地
保
有
税
(
取
得
分
)
の
申

告
納
付
月
で
す
。

※
納
税
に
は
、

便
利
な
口
座
振
替
え
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

問
先
=
足
立
都
税
事
務
所

(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
家
庭
の
悩
み

無
料
相
談

日
時
=
2
月
2
3
日
日
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

場
所
=
主
婦
会
館
プ
ラ

ザ
F

内
容
=
子
育
て
、
非
行
な
ど
/

成
人
し
た
子
の
悩
み
/
夫
婦
関
係
/
D
V
/

離
婚
後
の
家
族
関
係
な
ど

申
・
問
先
=

家
庭
問
題
情
報
セ
ン

タ
ー

　
(
3
9
7
1
)
3
7
4
1

税金の申告はお早めに 申告期間=2 月17 日～3 月17 日
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あ
ぶな

い っ !ル ー ルを
守っ て!

知っていますか? こんな道路って迷惑ですよね。

みんなが安心して歩けるまちにしましょう。

道路はみんなのものです。広くきれいに使いましょう。
「ルールを守って! 」に関するお問い合わせは 、交通安全対策課監察係まで　 　3880- 5111 ㈹

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

足立区で　買おう　食食べよう頼もう
地域の活力は　まちのにぎわいから

あなたの消費が　まちのにぎわいを育てます
≪産業振興課≫

さわやかさが、駆け抜けた!

1
月
1
2日
、荒
川
河
川
敷
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
「
さ
わ
や
か
第
9

回
全
日
本
一
輪
車
駅
伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、北
は
宮
城
県
か
ら
南
は
和
歌
山
県
ま
で
全
国
各
地
か
ら
5
5

チ
ー
ム
(
小
学
生
の
部
3
6チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
8
チ
ー
ム
、
一
般
の
部
1
1

チ
ー
ム
)
が
参
加
。

大
人
の
選
手
に
混
じ
り
頬
を
真
っ
赤
に
し
て
、額
に
汗
を
浮
か
べ
な
が

ら
走
る
小
・
中
学
生
に
沿
道
か
ら
は
「
ガ
ン
バ
レ
」、「
も
う
少
し
」
な
ど

の
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
あ
と
は
任
せ
た
!

」

▲ 冬の寒さを吹き飛ばせ

み
ん
な
で
も
ち
つ
き

保
育
園
児
も
参
加

1
月
1
0日
、
竹
の
塚
ひ
ま
わ
り
園
で
、

も
ち
つ
き
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
通
所
者
と
地
域
の
方
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち

と
、
通
所
者
ら
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。近

隣
に
あ
る
竹
の
塚
北
保
育
園
の
園
児

も
招
待
さ
れ
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
も
ち

つ
き
体
験
に
大
喜
び
。

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
に
、
き
な
粉
や
あ

ん
こ
を
つ
け
て
、
皆
で
お
い
し
く
食
べ
ま

し
た
。

き
ね
で
つ
い
て
、「
お
い
し
く
な
れ
」

初
釜
・
謡
曲
・
郷
土
芸
能
鑑
賞
会

1
月
1
9一日
、
郷
土
博
物
館
で
、
初
釜
と

謡
曲
お
よ
び
郷
土
芸
能
鑑
賞
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

抹
茶
や
謡
曲
そ
し
て
寿
獅
子
に
触
れ
、
1

日
に
3
つ
の
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

初
春
の
お
め
で
た
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
、
和
や
か
な
日
で
し
た
。

▲ 大切にしたい日本の伝統
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